
平成２４年度地域生活支援給付
単価改定（案）について
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１ 単価改正の趣旨

障害者自立支援法における障害福祉サービスについて、平
成２４年度報酬改定が為されるため、サービス提供事業者の経
営基盤の安定、サービスの質の向上等を図るため、当該サービ
スの報酬体系を基調をしている地域生活支援給付についても報
酬改定を行うこととしたものです。

２ 適用期間
平成２４年４月１日から平成２７年３月３１日を予定。

国の事業（障害福祉サービス）では地域区分の見直しが行わ
れ、平成２４年度から平成２６年度までの間は毎年段階的に上乗
せ割合を引き上げ、平成２７年度から見直しの完全施行となりま
す。このため、上記期間について、平成２５年度の国制度の地域
区分に準じた報酬体系を基調とした地域生活支援給付の報酬体
系を適用します。

2



３ 各サービスにおける共通事項

（１）統合上限額管理加算
１５６単位 → １５８単位
障害福祉サービスの標記加算の単価体系を適用します。

４ 各サービスにおける個別事項

（１）移動支援
障害福祉サービスにおける通院等介助における改定事項
について、適用可能な事項について同様の改定を行います。
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年度 障害福祉サービス
（居宅介護、短期入所）

地域生活支援事業

平成２４年度 １０．４２
平成２５年度の障害福
祉サービスの報酬額と
同等の単位数とします。

平成２５年度 １０．４８

平成２６年度 １０．５４



ア 基本報酬
障害福祉サービスの通院等介助と同等の単位数とします。

イ 初回加算
２０８単位 → ２１０単位
障害福祉サービス同様、サービス提供責任者が特に労力を
要する標記の対応を評価
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（単位）

利用時間 身体介護有り 身体介護無し

現行 改定後 現行 改定後

３０分未満 ２６４ ２６７ １０９ １０９

１時間未満 ４１７ ４２２ ２０５ ２０５

１時間３０分未満 ６０６ ６１３ ２８６ ２８７

２時間未満 ６９２ ７００ － －

２時間３０分未満 ７７７ ７８６ － －

３時間未満 ８６３ ８７３ － －

以後３０分ごと ８６ ８７ ７３ ７４



ウ 緊急時対応加算
１回につき １０４ → １０５単位（月２回まで）
障害福祉サービス同様、サービス提供責任者が特に労力を
要する標記の対応を評価

エ 喀痰吸引等支援体制加算（新設）
１０５単位
障害福祉サービス同様、喀痰吸引等が必要な者に対して喀
痰吸引等を行った場合の労力を評価

※ 算定要件
①千葉県より「登録特定行為事業者」の登録を受けた事業所の
②千葉県より「認定特定行為業務従事者」の認定証の交付を受けた
従事者が行った場合
この登録手続きについて、現在千葉県ＨＰに掲載しております。
詳細については、下記ＵＲＬへアクセスしてください。
http://www.pref.chiba.lg.jp/kenshidou/kakutan/kakutan-top.html 
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（２）訪問入浴サービス
介護保険制度における訪問入浴介護に係る改定事項
について、適用可能な事項について同様の改定を行います。

ア 基本報酬
１，２５０単位／回 → １，３１０単位／回

イ 訪問入浴中止
６２６単位／回 → ６５７単位／回
途中でサービスを中止し、清拭、部分浴その他必要な対応
を行った場合

ウ サービス提供体制強化加算
２４単位／回 → ２６単位／回
介護保険制度において当該加算の対象となる事業所の
提供するサービスについて標記単位数を加算
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（３）日中一時支援（日中預かり型）→ 日中一時支援
本サービスにつきましては、平成１８年９月までの短期入所
の日中預かり分の単価を元に、単価体系を独自に本市で策
定しました。
本サービスの単価については、障害福祉サービスの類似

サービスの報酬改定内容に鑑み、所要の改定を行うこととし
ます。

ア 基本報酬

7

（単位）

利用時間 ４時間未満 ８時間未満 ８時間以上

利用者区分 現行 改定後 現行 改定後 現行 改定後

基本 １９５ １９５ ３５８ ３５９ ５２０ ５２０

遷延性障害児者 ３８３ ３８４ ７３３ ７３５ １，０８３ １，０８６

重心障害児者 ５３６ ５３７ １，０３９ １，０４１ １，５４３ １，５４８



イ 食事提供体制加算
４４単位 → ４５単位

ウ 送迎加算（新設）
２９単位
利用者に対して、その居宅等と当該事業所との間の送迎を
行った場合に、片道につき労力を評価

エ 喀痰吸引等支援体制加算（新設）
１０５単位
障害福祉サービス同様、喀痰吸引等が必要な者に対して喀
痰吸引等を行った場合の労力を評価

※算定要件については５ページ参照
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（４）生活サポート
障害福祉サービスにおける家事援助における改定事項
について、適用可能な事項について同様の改定を行う。

ア 基本報酬
家事援助と同様の単価とする。

イ 初回加算
２０８単位 → ２１０単位

障害福祉サービス同様、サービス提供責任者が特に労力を
要する標記の対応を評価 9

（単位）

利用時間 現行 改定後

３０分未満 １０９ １０９

４５分未満 ― １５９

１時間未満 ２０５ ２０５

１時間１５分未満 ― ２４８

１時間以上 ２８６ ２８７


